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2013 年 11 月 17 日の下野新聞は、「正造　最後の演説資料　栃木市の旧家で発見」の見出しで、田中正造
が亡くなる 5 か月前の大正初期最後の演説会で使用した資料が発見されたことを大きく報じています。その
記事のなかで、地元在住で正造研究に取り組む宇都宮大学国際学部高際澄雄教授が、この資料について、「国
による遊水地化が法に反する亡国の所業であり、地域に損害をもたらすことを法的根拠と数値で実証した。
正造の近代的で卓越した演説が垣間見える貴重な資料」とコメントしたことが紹介されています。
12 月 8 日には、平成 25 年度宇都宮大学地域連携事業として「田中正造とアジア」が栃木市藤岡遊水地会
館で開催されました（前日は、赤麻寺（正造最後の演説会会場） → 藤岡台地堀削跡と旧渡良瀬川筋 → 松安寺 
→ 大沼 → 伊賀袋→ 排水機跡を探索するスタディーツアー）。センター長の高際先生を中心に、国際学部附属
多文化公共圏センターが主催したものです。
高際先生のご専門は「イギリス文化論」あるいは「英語」ということになるのでしょうが、それに関する
歩みと研究業績は後述の「業績」をじっくりご覧下さい。
主に多文化公共圏センターの仕事をご一緒させていただく中で私のなかで膨れ上がったのは、正造研究者
としての高際先生です。そして、正造研究や社会貢献事業に積極的に向き合ってこられた高際先生にもっと
もっと接していれば良かった、という後悔に近い感情も強く感じています。今年度の卒業研究準備演習で『真
の文明は人を殺さず　田中正造の思想に学ぶ明日の日本』（小松裕著、小学館、2011 年）をテキストとして
読んだことも、今年度の研究室の卒業論文で「『公共する』ことの現代的意義とはー田中正造の公共思想と近
年の公共哲学から考える」という正造絡みの論文が初めて出たことも、高際先生の影響が間接的ではあれ大
きく関係しています。高際先生は下都賀郡赤羽村のご出身であり、田中正造は下野国安蘇郡小中村出身です。
高際先生は小さいころから田中正造のことを見聞する環境のなかで育ったのでしょうか。
昨年度、文科省からミッション再定義の課題が出されて「学際分野」と位置づけられた国際学部も、強み、
特色、社会的役割について、学部発足以来の 10 年あるいは 20 年の歩みを掘り起こしながら総括的な議論を
重ねました。この議論のなかで、国際学部は国際的な視点を持ってもっともっと「栃木」に向き合うべきで
はないかと感じました。栃木には日光、足尾、田中正造等、向き合うべき現実や課題が豊富にあります。地
味ながらも（失礼！）国際的な視点に基づいて誰よりも栃木に向き合ってきたのが、高際先生だと思います。
高際先生の意思を受け継ぎながら、国際学部らしい「栃木学」や「栃木研究」が構想出来れば・・と思って
います。高際先生は時々「国際学部はホントにすごいことをやれる可能性を秘めている・・」と仰っていま
した。このことをしっかりうけとめて前進するのが、自分たちの役割ではないでしょうか。高際先生は「一応」
2014 年 3 月でご退職されますが、今後とも国際学部の取り組みに直接間接に関わっていただきたいと、勝手
に願っています（よろしくお願い申し上げます・・）。
教員としての高際先生の特徴を語る言葉は、何よりも「熱血漢」と「笑顔」でしょう。国際学部発足以来、
毎年三泊四日の英語合宿を一度も欠かさず指導いただいたことを含め、学生への教育や指導にご苦労も多々
あったと思いますが、そんなことは感じさせない高際スマイルがいつもありました。3 回に及ぶ宇都宮大学
学生国際連携シンポジウムの開催をご指導いただいたことも含め、学生の力を引き出すことにも大変なご尽
力をいただきました。余談ですが、高際先生と言えば、「笑顔」ですが、会議中「ごくたまに」ですが、「▲顔」
を見せていたことも懐かしい思い出です。席の場所がいつも正面だったもので・・。▲に入る一文字は想像
してください（簡単です、ネ）。
一時体調を崩されて緊急入院されたときは本当に心配しましたが、無事復帰されて、何よりです。とはい
えお疲れもたまっているでしょうから、ご退職を機に一度ゆっくりお休みください。心よりお疲れ様と申し
上げたいと思います。
昨年開催された高際先生にとって最後の英語合宿が開催される少し前に、参加する学生から「英語でメッ
セージ」を頼まれました。ここも最後は英語で。I never forget your smail and  ▲▲▲ ing face.
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